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新 規 事 業 及 び 重 要 事 業 総 括 表

Ⅰ 総 額

伸び率令和６年度令和７年度区 分

6.1％157,775,692千円167,333,242千円予算総額

－7.4％7.5％一般会計構成比

【一般会計】

－ ２ －



新 規 事 業 及 び 重 要 事 業 総 括 表

－ ３ －

Ⅱ 主な新規事業及び重要施策

（単位 千円）

２ 県民の暮らしの安心確保

Ｐ ７ 新 規 県民の暮らしの安全確保に向けたトルコ語部内通訳人の育成 【刑事総務課】 ９，６６９

Ｐ ８ 新 規 ダークウェブ上の情報収集力の強化 【サイバー対策課】 １２，９８０

Ｐ ９ 新 規 通信指令システムの高度化による初動警察活動の強化 【通信指令課】（ゼロ債務負担行為）０
（債務負担行為） （限度額 ２，６５９，３４２）

Ｐ１０ 新 規 銃器使用事案発生時における初動対応の高度化 【地域総務課】 ３１，９４４

Ｐ ６ 新 規 警察官の増員 【警務課】 ３９６，０１６

Ｐ ４ 新 規 大規模災害への対処体制の強化 【危機管理課】 ２５１，４０６

Ｐ ５ 第７５回全国植樹祭警備対策事業 【警備課】 ２０２，００２

１ 災害・危機に強い埼玉の構築

Ｐ１１ 一部新規 交通事故抑止対策の強化 【交通総務課、交通指導課】 １９９，６０６

Ｐ１２ 越谷警察署の現在地改築 【施設課】 ４，３８４，２７２

Ｐ１３ (仮称)川口北警察署の新設 【施設課】 ９６１，１５２

Ｐ１４ 交通安全施設の整備 【交通規制課】 ５，３５１，４０３



－ ４ －

大 規 模 災 害 へ の 対 処 体 制 の 強 化

令和６年能登半島地震での課題を踏まえ、大規模災害への総合的な対処体制の強化を図る。

目 的

担当 危機管理課 次席
警察本部内線 ５８１１

【予算額】２５１，４０６千円

事業概要

１ 被災情報収集の効率化 １５６，２９０千円

（１）総合指揮支援システムの機能強化 １５４，０９０千円
・被害甚大地域を可視化するための地図機能を追加
・発災初期の膨大な情報量に対応するため、システム登録を簡素化

（２）災害情報収集システムの導入 ２，２００千円
・ＳＮＳを含むインターネット上の災害関連情報を一元的に収集・地図表示
・ＡＩによるインターネット上の偽・誤情報や浸水予測の解析、発災時のアラート通知

２ 総合指揮室の機能強化 ７０，６０６千円

３ 通信・映像資機材の整備 ２４，５１０千円

（１）総合指揮室の機能強化 ７０，６０６千円
・現場映像、災害情報等を鮮明に表示できる大型モニター及び指揮用端末の整備

（１）通信・映像資機材の整備 ２４，５１０千円
・被災規模等を早期に把握するための通信資機材及びサーマルカメラ搭載ドローンの整備

災害対策本部との被災映像の共有化、的確な災害警備指揮及び効果的な捜索活動を行う。

新 規

能登半島地震における部隊活動状況



－ ５ －

第 ７ ５ 回 全 国 植 樹 祭 警 備 対 策 事 業

御臨席される天皇皇后両陛下の御身辺の安全の確保と、歓送迎者の雑踏事故を防止することで、県民の安全・安心を確保する。

目 的

担当 警備課 次席
警察本部内線 ５７１１

【予算額】２０２，００２千円

事業概要

１ 第７５回全国植樹祭警備対策事業 ２０２，００２千円

（２）警備対策消耗品費・車両燃料費 ４７，４７２千円
・警備対策等消耗品の整備・使用車両等に係る燃料代

（１）訓練経費 １２，０７１千円
・警備に従事する警察官の訓練参加経費

（３）通信経費 １４，７１１千円
・映像等の通信に係る回線使用料

（４）拠点場所等使用料 ３２，８５５千円
・部隊員・車両等の拠点使用料

（５）事故防止資機材・部隊車両レンタル料 ９４，８９３千円
・レンタル品及びそれに伴う保険料、事務手数料、レンタル品運搬回収費等



－ ６ －

警 察 官 の 増 員

県民の生活に大きな不安と脅威を与える犯罪等の警察事象に的確に対処するため、警察官を増員し、県民の安全・安心の確保を
図る。

目 的

担当 警務課 次席
警察本部内線 ２６１１

【予算額】 ３９６，０１６千円

事業概要

１ 警察官の増員 ３９６，０１６千円

〇 増員名目
・サイバー空間における対処能力の強化
・匿名・流動型犯罪グループに対する戦略的な取締りの強化

新 規

（１）警察官 １７５人の増員（警察官条例定数 １１，５２４人 → １１，６９９人） ※令和６年度特例増員を除く。

〇 増員による効果
・警察官１人当たりの人口負担

６３６人 → ６２６人

・警察官１人当たりの刑法犯認知件数の負担
４．３１件 → ４．２４件

【警察官の増員状況】

平成１３～１９年度 計 ２，４２５人

平成２１年度 ６３人

平成２２年度 ９１人

平成２３年度 ７９人

平成２４年度 ２３人

平成２５年度 ２５人

平成２７年度 ６１人

平成２８年度 ６４人

平成２９年度 ６４人

令和７年度 １７５人



－ ７ －

県 民 の 暮 ら し の 安 全 確 保 に 向 け た ト ル コ 語 部 内 通 訳 人 の 育 成

トルコ語の部内通訳人を養成・増員することで、危険を伴う現場への早期臨場を含めた初動対応力を強化し、県民の安全・安心
の確保を図る。

目 的

担当 刑事総務課 次席
警察本部内線 ４０１１

【予算額】９，６６９千円

事業概要

１ 民間語学学校における研修委託 ９，６６９千円

（１）研修委託経費 ９，６６９千円
県内におけるトルコ語通訳需要の高まりに対応するため、民間語学学校における研修でトルコ語の通訳が可能な警察官を育

成し、通訳需要の高い地域において効果的な配置及び運用を行う。

新 規

（音声翻訳イメージ） （通訳イメージ）



－ ８ －

ダークウェブ上に存在する脅威情報を効率的に検索・分析するソフトウェアライセンスを導入し、県及び市町村施設並びに重要
インフラ事業者等のサイバーリスクの早期検知と情報提供の実施により被害を未然に防止することで、県民の安全・安心を確保す
る。

目 的

担当 サイバー対策課 次席
警察本部内線 ７０４－３４１

【予算額】１２，９８０千円

事業概要

１ ダークウェブ上の情報収集力の強化 １２，９８０千円

新 規

ダークウェブ上の情報収集力の強化

脅威の早期検知
と情報提供による

被害防止

事件情報の収集
による捜査の推進

サイバー空間
における県民の
安全・安心を確保

ダークウェブ上の情報を含むインターネット上の脅威情報を広範囲かつ効率的に検索・分析し、県及び市町村施設並びに重要

インフラ事業者等へ迅速に情報を提供することにより、サイバー攻撃による被害防止対策を推進するためのソフトウェアライセ

ンス使用料

(１)ソフトウェアライセンス使用料 １２，９８０千円（１年分の１ユーザアカウントの使用料）

(２)得られる効果

・県及び市町村施設並びに重要インフラ事業者等のサイバーリスクを早期に検知して提供することにより、被害を未然に防止

し、県民生活の安全・安心を確保

・具体的な注意喚起によるサイバーセキュリティ対策の強化や事件捜査を推進することにより、県民の安全・安心を確保

Ｄark Ｗeb 検索
検知

情報
提供

重要インフラ
事業者等



－ ９ －

通信指令システムの高度化による初動警察活動の強化

社会の変化が著しく治安情勢にも影響を及ぼしている中、増加傾向にある110番通報や地震等の自然災害等、速やかな初動警察
活動が必要とされる事案への対応能力を強化するため、通信指令システムのリース更新に合わせてシステムの高度化を図る。

目 的

担当 通信指令課 次席
警察本部内線 ３６１１

【予算額】０千円【債務負担行為】２，６５９，３４２千円

事業概要

１ 通信指令システムの高度化 ０千円（ゼロ債務負担行為） 【債務負担行為】２，６５９，３４２千円

（２）ＳＰＮＥＴとのデータ連携 １７３，５９２千円
〔本部通信指令室〕
・銃砲所持者等情報やＡＴＭ設置場所情報等を初動指揮に有効活用
・ＤＶ、ストーカー等の人身安全関連事案被害者からの110番通報に迅速に対応

〔本部所属、警察署〕
・自席のＳＰＮＥＴ端末で110番情報、車両の位置情報等をリアルタイムで共有
・プリンタ全廃（ペーパーレス化）、一部の本部所属の専用端末と警察署の一部端末を廃止（コスト削減）

（３）最新の先端技術等の導入 １１６，１４８千円
○ 音声認識（テキスト）機能の導入

通報内容をリアルタイムでテキスト化して聞き間違いや聞き漏らしを防止
○ インターネット地図機能の導入（衛星画像、ストリートビュー）

通報者と同じ目線（看板、建物等の特徴）で通報場所をすばやく特定

（４）代替通信指令室（大宮警察署）の機能強化（ネットワーク構築） １１９，５１１千円
地震等の災害により本部通信指令室の機能が停止した場合でも迅速・的確な通信指令業務を継続実施
・受理指令用端末24台、110番サーバ等を整備して簡易なネットワークを構築
・警察署等と110番情報をリアルタイムで共有

もしもし

110番警察本部です。
事件ですか事故ですか

ひったくり
です

地図端末

（１）通信指令システムの現行機能の更新 ２，２５０，０９１千円
発信地地図表示装置、緊急配備支援装置、大型映像モニター、長時間録音装置、110番ネットワークシステム等

〔債務負担行為の期間〕 〔スケジュール（見込み）〕
令和７年度から令和15年度まで 令和９年３月令和８年度令和７年度

運用開始契約 設計、開発、試験、機器設置、切替

新 規



－ １０ －

銃 器 使 用 事 案 発 生 時 に お け る 初 動 対 応 の 高 度 化

銃器使用事案発生時における県民の安全確保

目 的

担当 地域総務課 次席
警察本部内線 ３５６１

【予算額】３１，９４４千円

事業概要

１ 銃器使用事案発生時における初動対応の高度化 ３１，９４４千円

（１）銃器使用事案発生時における初動対応の高度化 ３１，９４４千円
・銃器使用事案発生直後に現場臨場する警察官が、被弾する可能性が高い状況下において高度な初動対応（救護、避難誘導
措置等）を遂行するために必要な防弾装備資機材を整備

・高度な初動対応により、県民の安全確保を実現

新 規



－ １１ －

交 通 事 故 抑 止 対 策 の 強 化

道路における危険を防止し、県民の生活を守るため、交通指導取締り及び事故捜査に必要な資機材等の確保を図る。

目 的

担当 交通総務課 次席
交通指導課 次席

警察本部内線 ５０１１、５３１１

【予算額】１９９，６０６千円

事業概要

１ 交通指導取締総合経費 １９９，６０６千円

（１）取締り、事故捜査関係 ７２，６９９千円
交通取締り、事故捜査用資機材の整備及び点検

（２）機動取締関係 １，２００千円
交通機動隊員（白バイ隊員）の受傷事故防止資機材の整備

（３）高速道路取締関係 ６６０千円
交通取締り、受傷事故防止資機材の整備

一部新規

（４）交通事故分析関係経費 １１８，８６１千円
交通事故分析システム借上料、交通事故情報管理システム

借上料

（５）交通事故記録解析装置(ＣＤＲ装置)の整備 ４６６千円
ＣＤＲ装置ソフトウエア使用料等

（６）交通事故抑止対策経費（新規） ５，７２０千円
ＡＩ分析リスク評価データ使用料

 ＡＩで交通事故と相関の高い要因を解析、交通事故発生リスクを評価・可視化したデータを導入 【新規】
民間企業が開発する交通量や人流データ等、様々な環境データを組み合わせてＡＩが算出したリスクデータを交通指

導取締り等に活用することで、潜在する交通事故の発生を未然に抑止し、交通事故死者数の減少と県民が安心して安全
に暮らせる交通社会の実現を目指す。

新規・拡充内容
【新規イメージ】



越 谷 警 察 署 の 現 在 地 改 築

管内の厳しい治安情勢に対応するための警察力を発揮するとともに、県民の利便性の向上を図るため、狭あい化が著しい
越谷警察署庁舎の現在地改築を行う。

目 的

【予算額】４，３８４，２７２千円

事業概要

１ 越谷警察署庁舎の現在地改築 ４，３８４，２７２千円 （ 令和７年度 ）

（１）越谷警察署庁舎建設費（４か年継続事業第４年次） ４，３８４，２７２千円

〔新庁舎〕
・建設地 越谷市東越谷６丁目２７番地６（現在地）
・敷地面積 8,094.2㎡
・庁舎規模 鉄筋コンクリート造 ４階建て

8,050.24㎡

〔仮設庁舎〕
・建設地 越谷市東越谷７丁目１１番地６

（現在地から南へ約160ｍ）
・敷地面積 6,064.69㎡（駐車場含む）
・借上建物 軽量プレハブ造 ２階建て

2,912.6㎡

〔建設計画〕
・令和２年度 基本設計・用地取得
・令和３年度 実施設計
・令和４～７年度 仮設庁舎等借上げ
・令和５～７年度 庁舎建設（旧庁舎解体含む）

総事業費 約７６．３億円 （新庁舎イメージ）

担当 施設課 次席
警察本部内線 ２２６１

－ １２ －



（ 仮 称 ） 川 口 北 警 察 署 の 新 設

川口市内の治安状況等に的確に対応するため、同市北東部地域に警察署を新設する。

目 的

【予算額】９６１，１５２千円

事業概要

１ （仮称）川口北警察署の新設 ９６１，１５２千円 （ 令和７年度 ）

（１）（仮称）川口北警察署庁舎建設費（３か年継続事業第２年次） ９６１，１５２千円

〔庁舎概要〕
・建設地 川口市西立野地内

（都市計画事業石神西立野特定土地区画整理事業70街区等）

・敷地面積 6,673㎡
・庁舎規模 鉄筋コンクリート造 ４階建て

5,127.88㎡

〔建設計画〕
・令和２年度 用地取得（特別会計）
・令和４年度 基本設計
・令和５年度 実施設計・保留地購入
・令和６～８年度 庁舎建設

総事業費 約６９．５億円

（庁舎イメージ）

担当 施設課 次席
警察本部内線 ２２６１

－ １３ －



－ １４ －

交通安全施設の整備

県民に「安全で快適な道路交通環境」を提供するため、老朽化した信号機等の更新、ゾーン３０プラス等の安全対策を推進する。

目 的

担当 交通規制課 次席
警察本部内線 ５１６１

【予算額】５，３５１，４０３千円

事業概要

１ 信号機の計画的な更新（ファシリティマネジメント） ３，４１４，２３５千円

（１）信号制御機・車両感知器の更新 １，６７３，２５４千円
信号機をコントロールする信号制御機、車両感知器を更新する。

２ 交通安全施設整備費 １，９３７，１６８千円

（２）信号柱の更新 ２４９，０３５千円
信号機を支えている信号柱を更新する。

（３）信号灯器の更新（ＬＥＤ化） １，４２６，２８０千円
老朽化した信号灯器をＬＥＤ灯器に更新する。

（４）その他（調査費等） ６５，６６６千円

信号灯器の更新（ＬＥＤ化）

（１）道路標識の更新 ４９３，４０４千円
老朽化した道路標識を更新する。

（２）道路標示の補修 ３２７，９２８千円
摩耗した横断歩道や停止線等を補修する。

（６）その他（信号制御機の更新［回線変更］、大型標識撤去等）７１９，９１８千円

（３）ゾーン３０プラスの整備 ２８，７８６千円

（４）既設道路対策 １４０，４２８千円
既設道路の安全対策として、信号機の新設や道路標識等を整備する。

ゾーン３０プラスの整備

ゾーン30プラス及びスムーズ横断歩道の整備状況

（５）新設道路対策 ２２６，７０４千円
新設道路の安全対策として、信号機の新設や道路標識等を整備する。


